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２．実施状況

３．総合診断
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1．事業の概要
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〇介護サービスのより適切な提供を図るため、訪問介護職員、通所介護職員、介護施設職員等に対して現任研修を実施
した。

〇平成30年度は、訪問介護職員を対象に、「食事と栄養」「自立支援と介護技術」「介護者が知っておきたい高齢者に多い
病気に対する薬の知識」の研修を実施した。

〇訪問介護職員、通所介護職員を対象に、「接遇マナー＆クレーム対応」の研修を実施した。

〇介護施設職員を対象に、「高齢者施設の大規模災害対策」「認知症ケアの実践」「生きるための看取り介護～介護施設
の価値を高めるために～」の研修を実施した。

〇職員は研修計画の立案、講師の手配、参加者の募集・受付、会場設営などを行った。
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平成２０年度

事務事業名

事業期間

新基本計画
（平成26年～平成30年）

基本施策 11 展開方向 2

予算区分 一般会計

介護職員支援事業

令和２年度以降

款 0304 中大

～

健康福祉部

介護保険課

担当部

担当課

03　民生費
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４．総合評価
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事業の方向性

事務事業評価による額

〇介護サービスのより適切な提供を図ることは、非常に重要なので、研修内容を検討しながら事業
を維持する。

予算区分

改善点は見られない 改善点が若干見られる 大いに改善すべき

〇研修の受講者が年度によって増減している。この要因は研修の内容、研修の時間等によるもの
と考えられる。

〇訪問介護職員、通所介護職員、介護施設職員等が受講したくなる研修の内容にする必要があ
る。

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

削減額・対象
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価
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